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〔論文審査の要旨〕

本研究は、人間の認知プロセスに着目し、遠隔操作油圧ショベルの乗り換えの影響を低

減可能な情報提示インターフェースを提案し、その効果を検証することを主題としている。 

第１章では，日本の建設業における問題点と，遠隔操作油圧ショベルの重要性について，

先行研究を引用しながら説明し、本論文の主題である乗り換えの影響軽減の必要性につい

て述べている．

第２章では，動特性の変化の影響を軽減するために手法として，オペレータに乗り換え

先の機体の動特性情報を提示可能なインターフェースを提案している．また提案手法の効

果を確認するため，遠隔操作油圧ショベル実機を用いた被験者試験を実施し，その結果に

ついて述べ考察を行っている．さらに，動特性情報の提示手法として機体サイズに着目し

た静止画による視覚的な提示を提案し，提案手法の有効性を確認する実験を実施した結果

に基づき，動特性提示インターフェースの有用性について説明している．

第３章では，フィードバックする機体情報として，機体に掛かる負荷に着目し，クラス

差を考慮した負荷情報としてアタッチメント関節負荷率という指標を提案し，これをオペ

レータにフィードバックすることを提案している．また，このアタッチメント関節率の提

示手法について力覚によるフィードバックを提案し提案手法の効果を確認するための実験

を実施した結果に基づき，アタッチメント関節負荷率フィードバックの有用性について説

明している．

第 4 章では，本研究の総括，ならびに関連する課題，および今後の研究展望について説

明している。

以上のように，申請者は本論文において、人の認知特性に基づく動特性提示インターフ



ェースならびにアタッチメント関節負荷率フィードバック手法の提案を行うとおもに、そ

の有効性を明らかにした。このことは、人の認知プロセスに着目した情報提示インタエー

スが、遠隔操作油圧ショベルの乗り換えの影響を低減可能であることを示すだけでなく、

遠隔操作システム全般の操作性向上という課題に対して、学術的に大きく寄与するもので

ある．よって，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格

があるものと認められる．

備考：審査の要旨は，1,500 字以内とする。 




